２０１２年４月１０日
中国大手合成繊維メーカーのトップが

　　　　　　　　　　　　　自家用ジェット機で松山空港へ来訪

TMTマシナリー株式会社　松山工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TMTマシナリー株式会社(代表取締役社長：三木勝策、以下　TMTマシナリー)の松山工場（工場長：山下章二）を視察訪問するため、中国の大手合成繊維メーカーである恒力集団の経営陣（ＣＥＯ：陳建華　以下）を乗せた自家用ジェット機が４月１１日正午頃、松山空港に着陸します。
１．恒力集団について
恒力集団は1994年に設立された中国江蘇省呉江市に本拠地を置く世界最大級の合成繊維メーカーです。2011年度の売上高：520億元（約7,000億円）、総資産：４８５億元（約6,500億円）、従業員数：約38,000人、中国民営企業売上高上位100社に数えられています。グループを率いる総裁、董事長（ＣＥＯ）陳建華氏は中国化繊工業協会副会長ほか、江蘇省商工会等の重要ポストを歴任される要人です。恒力集団の生産する合成繊維は品質の高さに定評があり、中国国内の優良な繊維製品に与えられる数々の賞を獲得しています。また各国の専門家を招聘し、他社との差別化を図るためのハイエンドな新製品の研究開発にも余念がありません。さらには慈善事業を積極的に展開し、環境保護を重視するなど、企業の社会的責任を履行する優良企業です。
現在、ポリエステルの原料であるＰＴＡ（テレフタル酸）が年間750万トン生産できる設備を遼寧省大連市の10,672,000㎡（松山空港の8倍）という広大な敷地に建設中（2012年8月稼働予定）であり、江蘇省呉江市にある既存製糸工場（年間120万トンのボリエステル糸生産）に加え、新たに同省南通市の5,336,000㎡（松山空港の4倍）の敷地に年間160万トンのポリエステル糸を生産できる新鋭工場を建設中（最終2015年中に稼働予定）です。
※日本国内のポリエステル糸生産量は約35万トン（2010年：日本化学繊維協会資料より）

２．来松の目的
４月１１日正午頃、陳董事長以下６名が自家用ジェット機に搭乗して無錫蘇南碵国際空港を飛び立ち、直接松山空港に降り立ちます。

来松の目的は、南通市の新工場（現在年間20万トンの生産設備導入中、TMT設備は2012年12月より納入にて契約履行）の次期増設計画（年間140万トン生産を2015年中に稼働）における採用設備の技術交流およびＴＭＴマシナリー松山工場に設置の新製品のパイロット設備を視察するためであり、この次期増設において、ＴＭＴマシナリーは総額400億円の成約金額を見込んでいます。

３．ＴＭＴマシナリーについて
ＴＭＴマシナリーは、東レエンジニアリング、村田機械、帝人製機（現ナブテスコ）の国内合繊機械メーカー３社が共同出資により２００２年４月に設立した総合合繊機械メーカーです。設立後はドイツの競合メーカーと世界の合繊機械市場を二分するまでに成長しました。

３社が長年に渡って培ってきた技術力、エンジニアリング力を集結し、２１世紀の合繊機械のリーディングカンパニーとして、新しい技術・製品開発はもちろん、お客様のニーズに合わせたエンジニアリングや加工ノウハウの提供、セールスからアフターサービスに至るカスタマーサポートまで、幅広い分野で「世界最高品質」をお届けします。　
ＴＭＴマシナリー松山工場は、旧帝人製機松山工場の時代から、一貫して高い品質と効率的な生産性を追求してきたＴＭＴマシナリーの中核生産工場です。最近では太陽光発電設備導入や最新の空調設備、ＬＥＤ照明への切り替えなど、環境負荷低減に向けた省エネルギー活動にも力を入れており、去る２月１３日にはその活動が認められ、平成２３年度エネルギー管理優良工場等表彰の四国経済産業局長表彰を受賞しました。また２月１４日には炭素繊維巻取機のトップメーカーである株式会社神津製作所と資本業務提携契約を締結し、炭素繊維関連分野への参画を目指しています。
　　
　　　　１）商号　　　

：　ＴＭＴマシナリー株式会社

　　　　２）代表者　

：　代表取締役社長　三木　勝策　(みき・しょうさく)

　　　　３）本店所在地
：　大阪府大阪市中央区北浜二丁目６番２６号大阪グリーンビル６階

　　　　４）設立年月　
：　平成１４年(２００２年)４月

　　　　５）主な事業内容　
： 合成繊維製造設備の開発、設計、製造、販売およびアフターサービス

　　　　６）資本金　
　
：　４億５千万円(２０１２年３月期)

　　　　７）売上高

：　５３７億円(２０１２年３月期見込み)

　　　　８）従業員数

：　３４１名(２０１２年３月期)

４．本件に関するお問合せ窓口

　　　　ＴＭＴマシナリー株式会社　　松山工場　総務課長　　岩本
松山市北吉田町７７
　　ＴＥＬ：　０８９－９７１－２１２１
　 　　ＦＡＸ：　０８９－９７３－３０３３
　　 　ＵＲＬ：　http://www.tmt-mc.jp/japanese/

以上
